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２ 農地法第３条の３届出専決に関する報告について

３ 農地法第４条・５条届出専決に関する報告について
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議    長

議 長

開 会（午前１０時）

定刻になりましたので、ただいまから、平成２９年度第１１回総会を開催いたし

ます。

それでは、本日の出席委員数について報告いたします。

１９人中１８人の出席で、過半数以上の出席でございますので、会は成立いたし

ております。

なお、欠席届が、横峯委員から出されています。

次に、議事録署名者を決めなければなりませんが、私からご指名申し上げてよろ

しいでしょうか。

（異議なしの声）

それでは、仮屋委員、村山委員にお願いいたします。

今回は、会長の依頼により、農政総務課の担当者に出席していただいております。

次に、議事参与の制限についてお知らせします。

議題５．｢農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件」、議題８．｢農用

地利用集積計画に関する件」につきましては、議事参与の制限となっておりますの

でよろしくお願いします。

それでは、議題の審議に入って参ります。
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議              題

議題１．農地法第３条許可申請に関する件

１ページ～５ページ １５件

議    長 それでは、議題１．「農地法第３条許可申請に関する件」を審議します。

まず、谷山、９番委員お願いします。

９ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、譲受理由：規模拡大、譲渡理由：相手要望、権利の種別の内容：所有

権移転、売買。

番号２号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。

番号３号、規模拡大、相手要望、所有権移転、売買。

以上です。

議 長 次に、伊敷、４番委員お願いします。

４ 番 委 員 ご報告します。

番号４号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。

番号５号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。

番号６号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。

以上です。

議 長 次に、喜入、８番委員お願いします。

８ 番 委 員 ご報告します。

番号７号、規模拡大、農業廃止、所有権移転、売買。

番号８号、規模拡大、相手要望、所有権移転、売買。

番号９号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。

番号１０号、規模拡大、相手要望、所有権移転、売買。

番号１１号、規模拡大、相手要望、所有権移転、売買。

番号１２号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。

番号１３号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。

以上です。

議 長 次に、松元、１５番委員お願いします。

１ ５ 番 委 員 ご報告します。

番号１４号、新規就農、相手要望、所有権移転、売買。

番号１５号、新規就農、相手要望、所有権移転、売買。

以上です。
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議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

別冊資料１にありますように、今回の第３条案件の全ては、農地法第３条第２項

各号には該当しないため、許可要件の全てを満たしております。お目通しをお願い

いたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題１．「農地法第３条許可申

請に関する件」１５件につきましては、原案どおり許可することに決定し、申請人

に許可書を交付することといたします。

議題２．農地転用事業計画変更申請に関する件

６ページ １件

議    長 次に、議題２．「農地転用事業計画変更申請に関する件」を審議します。

議題３．「農地法第４条許可申請に関する件」谷山の番号１号の案件が、この事

業計画に関連するので併せて、審議していただききたいと思います。

それでは、谷山、９番委員お願いします。

９ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、許可日：平成２８年９月２６日、許可番号：農委第２８２５号４、権

利の種別：農地法第５条事業計画変更、所有権移転、売買、変更後の事業計画：貸

駐車場、変更前の事業計画：店舗等。店舗計画を断念し、貸駐車場へ事事業変更、

別件４条番号１同時申請。

この件につきましては、７ページ、４条許可申請番号１と関連がありますので、

併せて読み上げます。

番号１号、転用目的・施設等：駐車場、貸駐車場４９９．００㎡、周囲の状況及

び被害防除計画：東…雑種地、西・南…国道、北…宅地、境界…ブロック積、雨水

…自然流下。

以上の件につきまして、事務局より補足説明をします。
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谷 山 支 局 ５条事業計画変更申請及び４条許可申請について、関連がございますので図面に

より合わせてご説明いたします。（図面掲示）

まず、申請地の位置関係でございますが、産業道路から国道２２６号線を喜入方

向に向かって、日本赤十字病院を過ぎ、平川小学校の手前で県道２３号線（通称川

辺峠）と分岐する三叉路の海側に在り、直線距離で約１８０ｍ先には、JR平川駅が

ある３種３００ｍ以内農地です。

最初に事業計画変更についてですが、申請者は、福岡市に本店を置く法人で、不

動産の賃貸・管理業及び飲食店業を主な業務としておりますが、平成２８年５月に、

桜島から大隅半島を一望できる景観を売りとして、申請地に店舗（寿司店）の開設

を計画し、農地の一部２９１㎡と隣接する宅地（２０８㎡）を一体利用した総面積

４９９㎡で５条転用許可申請がなされ、同年９月に許可書が交付されております。

その後、東側錦江湾方向にある雑種地の雑木伐採など周辺環境の整理に着手する

中、法面部分は現状を活かす方向で予定していたところ、自然法面の土質等の状態

が悪く全面的補強工事に相当な追加経費が見込まれる共に、基礎の根入れや擁壁の

傾きを大きくするなどの施工基準から、建物建築予定地まで法面が食い込んでくる

計算になり、当初計画の面積が不足する状況となりました。

また、申請地の北東側に桜島がありますが、その眼前一帯には孟宗竹林が広がっ

ており、見晴を良くするため地権者に伐採協力をお願いしたものの、理解を得られ

ず眺望の確保も見込めない情況にあります。

この様なことから、当初の転用目的を達成するためには、更に多額の追加経費を

必要とし、加えて充分な景観確保も困難で、集客も期待できない状況のため、店舗

の開設を断念し、需要のある貸駐車場として、現在、許可を受けている用地の、面

積・区域・事業者はそのままで、事業計画変更の許可申請がなされたものです。

続きまして、４条許可申請書についてご説明いたします。

申請者は、事業計画変更でご説明した農地の一部と一体利用する宅地について、

いづれも取得し移転登記済みであることから、前回の５条申請から転じて、改めて

４条許可申請により、貸駐車場として整備した後、自動車販売会社に一括して賃貸

借しようとするものです。

なお、貸駐車場の整備に際しましては、追加の法面工事や景観の確保を必要とせ

ず、取得資産の活用が可能となり、利用希望の需要もあることから、転用は確実に

行われるものと思われます。

以上で、説明を終わります。
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議 長 ただいま、調査員から説明がありました。

今回の第４条番号１号の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、第

３種農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題２．「農地転用事業計画変

更申請に関する件」１件につきましては、原案どおり承認するものと決定いたしま

す。

また、議題３．「農地法第４条許可申請に関する件」番号１号につきましては、

原案どおり許可するものと決定し、申請人に許可書を交付することといたします。

議題３．農地法第４条許可申請に関する件

７ページ～９ページ ３件

議    長 次に、議題３．「農地法第４条許可申請に関する件」を審議します。

議題７．｢農地利用変更届出に関する件」喜入の番号１号の案件が、この第４条

許可申請に関連するので併せて、審議していただききたいと思います。

また、先ほど谷山の１件につきましては、議題２．｢農地転用事業計画変更申請

に関する件」と併せて審議しておりますので、それ以外の２件について審議してい

ただききたいと思います。

まず、吉田、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、転用目的・施設等：植林、クヌギ２００本、周囲の状況及び被害防除

計画：東・南・北…水路、西…里道、他人田、境界…土留、雨水…自然流下。

以上です。

議 長 次に、喜入、８番委員お願いします。

８ 番 委 員 ご報告します。

番号３号、通路、通路１３３．００㎡、東…別件農変申請地、西…他人田、南…

市道、北…水路、境界…コンクリート擁壁、雨水…市道側溝。

続きまして、２８ページをお開きください。

番号１号、埋立理由・工事内容及び変更後の使用目的：周辺土地より低いため、

盛土をして畑として利便性を高める。工事開始日：平成３０年３月２０日、工事終

了日：平成３０年９月３０日、周囲の状態：東…宅地、西…別件４条申請地、南…

市道、北…水路、境界…コンクリート擁壁、作物…野菜、高さ…１．０ｍ、搬入土

…シラス、黒土。

以上です。
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議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

今回の第４条の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、全て第２種、

第３種農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議題３．「農地法第４条許可申請に関する件」２件につきましては、原案どおり

許可するものと決定し、申請人に許可書を交付することといたします。

また、議題７．「農地利用変更届出に関する件」番号１号につきましては、原案

どおり受理することに決定いたします。

議題４．農地法第５条許可申請に関する件

１０ページ～１８ページ ２４件

議    長 次に、議題４「農地法第５条許可申請に関する件」を審議します。

まず、本庁、１６番委員お願いします。

１ ６ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、権利の種別：所有権移転、売買、転用目的・施設等：駐車場、駐車場

４３５．００㎡、転回場等５２４．００㎡、周囲の状況及び被害防除計画：東…原

野、西…市道、南…宅地、北…他人畑、境界…ブロック積、雨水…自然流下。

以上です。

議    長 次に、谷山、９番委員お願いします。

９ 番 委 員 ご報告します。

番号２号、所有権移転、売買、車両置場、車両置場１，４０６．００㎡、東…宅

地、西・南…雑種地、北…里道、境界…ブロック積、雨水…自然流下。

番号３号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟９５．６４㎡、庭敷地等４０

３．３６㎡、東・南…他人畑、西…市道、北…渡人畑、境界…ブロック積、雨水…

市道側溝、汚水…合併浄化槽。

番号４号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟１７４．００㎡、道路１５．

３７㎡、庭敷地等３９１．６３㎡、東・南…他人田、西…市道、北…宅地、境界…

ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

この件について、補足説明いたします。

申請地は、西側の市道沿いを底辺とする三角地で、東側、西側の農地より１．５

ｍ程高くなっております。

今回の転用に際して、道路後退部分１５．３７㎡を提供後も、基準面積の５００

㎡を約６５㎡オーバーしております。この残地部分は、通路のない三角地奥の先端

部にあたり、譲受人でなければ活用できないため、全筆を転用することもやむを得

ないと判断したものです。

なお、現地調査の際、既に盛土がなされていたことから、代理人を通じて始末書
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の提出を求め、農地法の許可なく今後このようなことがないよう、指導いたしまし

た。

番号５号、所有権移転、売買、建売住宅、住家２棟８８．４４㎡、庭敷地等３７

４．５６㎡、東…宅地、西…他人田、南…里道、北…宅地、私道、境界…ブロック

積、雨水…里道側溝、汚水…合併浄化槽。

番号６号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟１１０．５５㎡、庭敷地等２

４１．４５㎡、東・南…宅地、北…渡人畑、別件５条申請地、西…私道、境界…ブ

ロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

番号７号、所有権移転、売買、通路、通路４０．００㎡、東…渡人畑、西…私道、

南…別件５条申請地、北…市道、境界…ブロック積、雨水…自然流下。

番号６と関連して、補足説明いたします。

転用目的は、申請地奥の上記番号６に建築する住家１棟及び、譲渡人の畑に接続

する通路として転用するものです。

なお、番号６・７の両申請地は、平成２９年１２月２７日開催した第９回総会に

おいて、番号６の譲受人への転用許可を決定し、同日付けで許可書を交付しており

ましたが、その後、通路部分について譲渡人も転用行為者となり、持分を所有した

いとの申し出がありましたことから、先の許可取り消しの受理に合わせて、今回改

めて宅地部分と４条転用を包括した通路部分の許可申請が、同時に申請されたもの

です。

番号８号、賃借権、設定、車両置場、車両置場２０１．００㎡、東…私道、西…

雑種地、南…宅地、北…市道、境界…ブロック積、雨水…自然流下。

番号９号、所有権移転、売買、建売住宅、住家２棟１４３．６７㎡、庭敷地等３

５２．３３㎡、東…渡人田、西・北…市道、南…宅地、境界…コンクリート擁壁、

雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

番号１０号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟１２５．８９㎡、庭敷地等

１５０．１１㎡、東…雑種地、西…宅地、南…市道、北…水路、境界…ブロック積、

雨水…水路放流、汚水…合併浄化槽。

この件について、補足して説明いたします。

申請地は、現地調査の際、既に盛土がなされていたことから、代理人を通じて始

末書の提出を求め、農地法の許可なく今後このようなことがないよう、指導いたし

ました。

以上です。

議    長 次に、伊敷、４番委員お願いします。

４ 番 委 員 ご報告します。

番号１１号、使用貸借権、設定、一般住宅・通路、住家１棟１０７．９９㎡、通

路１４８．００㎡、庭敷地等２３７．０１㎡、東…市道、西・南…宅地、北…貸人

畑、境界…ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

番号１２号、所有権移転、贈与。

番号１１と一体利用の転用であることから、転用目的・施設等、周囲の状況及び

被害防除計画につきましては、番号１１と同様でございます。

以上です。
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議    長 次に、吉野、１７番委員お願いします。

１ ７ 番 委 員 ご報告します。

番号１３号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟１４７．４０㎡、庭敷地等

３４８．６０㎡、東…市道、西…山林、宅地、南…山林、北…宅地、境界…ブロッ

ク積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

ただいまの番号１３につきまして、補足してご説明申し上げます。

申請地は、都市計画法に規定されている「風致地区」のうち、寺山風致地区の区

域内にあります。

「風致地区」とは、都市の風致を維持するために、緑豊かで良好な都市の風致が

保全された地区でありまして、この地区内には、寺山公園、吉野公園、市立少年自

然の家があります。

この風致地区において、建物の建築を行う場合には、周辺の風致を維持するため

に、植栽等を行って、緑地部分の割合を２０％以上確保することになっており、申

請人はこの基準も満たしているところでございます。

番号１４号、所有権移転、売買、福祉施設、寄宿舎２棟４５０．２０㎡、事務所

１棟７２．８７㎡、駐車場等１，１６２．９３㎡、東…他人畑、宅地、西…市道、

南…宅地、北…市道、里道、境界…ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化

槽。

番号１５号、所有権移転、売買、通路、通路５４．９９㎡、東・南・北…市道、

西…渡人畑、里道、境界…ブロック積、雨水…市道側溝。

ただいまの番号１４と番号１５につきまして、補足してご説明申し上げます。

譲受人は、昭和３３年から、障害者支援施設を運営しており、知的障害者の日常

生活全般を支援している社会福祉法人です。

入所者の高齢化等に伴い、寄宿舎（いわゆる、グループホーム）を新たに建設す

ることが必要となり、今回、福祉施設の建設を申請するもので、障害者が入所する

ことから、平屋建てとなり、所要面積が広くなっています。

福祉施設の開発許可の条件として、接面道路の幅員が６メートル以上必要となる

ことから、申請施設に面する市道を拡幅するため通路の転用を行う予定で、市道へ

の移管について、道路管理課と協議済みです。

番号１６号、使用貸借権、設定、一般住宅、住家１棟１２２．１４㎡、庭敷地等

２７６．８６㎡、東…私道、西・北…貸人畑、南…県道、境界…ブロック積、雨水

…県道側溝、汚水…合併浄化槽。

番号１７号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟１２６．６９㎡、庭敷地等

３２４．３１㎡、東…他人畑、西…里道、南…渡人畑、北…山林、境界…ブロック

積、雨水…里道側溝、汚水…合併浄化槽。

以上です。

議    長 次に、吉田、１４番委員お願いします。
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１ ４ 番 委 員 ご報告します。

番号１８号、所有権移転、売買、資材置場、資材置場２８３．００㎡、東…宅地、

西・南…他人田、北…水路、境界…コンクリート擁壁、雨水…自然流下。

この件について補足説明を申し上げます。

申請地への進入路については、今回申請地と合わせて、取得した隣接する宅地を

通って利用します。

以上です。

議 長 次に、喜入、８番委員お願いします。

８ 番 委 員 ご報告します。

番号１９号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟１０５．２９㎡、庭敷地等

４２０．７１㎡、東…他人田、西…市道、南…宅地、他人田、北…他人畑、境界…

ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

番号２０号、所有権移転、売買、駐車場、駐車場１８３．００㎡、転回場等４６

５．００㎡、東・北…市道、西…宅地、南…市道、宅地、境界…土留、雨水…自然

流下。

この件につきまして補足説明をいたします。

申請者は、隣地の農地を取得し、自己及び家族が所有する車の駐車場として転用

を行うものです。転用する農地は、地形的に傾斜地に接していることから、法面保

護等の理由により実際に使用できる有効面積は４２５㎡程度となります。

また、周辺等は住宅が連たんすることから駐車場として利用できる土地が少な

く、今回の転用申請に至ったものです。

番号２１号、使用貸借権、設定、一般住宅、住家１棟１０５．５８㎡、庭敷地等

３６１．４２㎡、東・北…他人畑、西…市道、南…貸人畑、境界…ブロック積、雨

水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

番号２２号、所有権移転、売買、建売住宅、住家４棟２５０．８８㎡、通路９１．

００㎡、庭敷地等６４１．１２㎡、東…他人田、西…渡人田、南…市道、北…水路、

境界…コンクリート擁壁、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

以上です。

議 長 次に、松元、１５番委員お願いします。
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１ ５ 番 委 員 ご報告します。

番号２３号、所有権移転、売買、宅地分譲、宅地分譲３７９．００㎡、東…水路、

西…宅地、他人田、南…水路、北…宅地、境界…コンクリート擁壁、雨水…自然流

下。

番号２４号、所有権移転、売買、宅地分譲、宅地分譲１７２．００㎡、道路１８．

００㎡、東…宅地、西・南…他人田、北…里道、境界…ブロック積、雨水…自然流

下。

この件について、補足して説明いたします。

申請地は、松元支所から西に２００ｍに位置する第三種農地の都市計画用途地域

内農地に該当します。

申請地内の道路部分については、農地整備課へ譲渡予定であり、現在農地整備課

と協議中です。

以上です。

議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

今回の第５条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、番号１

８号は第１種、それ以外は、第２種、第３種農地に該当すると判断されます。お目

通しをお願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。

〔「１６番委員」挙手あり〕

はい、１６番委員どうぞ。

１ ６ 番 委 員 １３ページの番号１１ですが、所在地は一緒なんですが、なぜ２段に書いてある

のか、何か理由があるのでしょうか。

伊 敷 支 局 転用面積が３４５㎡につきましては、家を建てる部分でございまして、６１㎡は、

通路部分で、分筆登記をするということで分けてございます。

１ ６ 番 委 員 わかりました。

１４ページの番号１４ですが、寄宿舎２棟とありますが、この寄宿舎というのは、

どういうものですか。定義がありますか。

吉 野 支 局 寄宿舎と申しますのは、建築基準法の方で、分類されている呼び方でございます。

一般的には、グループホームと言われているものでございます。この２棟と申しま

すのは、高齢者用と女性用で、障害者ということで、平屋建てで、部屋数は７室程

計画されております。
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１ ６ 番 委 員 建築指導課の中で、そういう呼び方があるのですか。一般的に単なる建物という

ようなことであれば、寄宿舎とは書かないでしょうけれども、寄宿舎とこういうふ

うに書かれると、障害者用というふうに我々は判断していいのかどうか、その辺の

ところはどうでしょうか。

吉 野 支 局 建物の分類ですけど、建築基準法の中で施行令というのがございますが、それで、

寄宿舎以外のものを申し上げますと、下宿、ホテル、旅館、公会堂、集会場、劇場、

映画館、博物館、美術館、体育館、水泳場とそういった呼び方で分類のされており

ます。

１ ６ 番 委 員 わかりました。

議 長 ほかに、何かご意見、ご質問等はありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、議題４．「農地法第５条許可申請に関する件」２４件につきましては、

原案どおり許可するものと決定し、申請人に許可書を交付することといたします。

但し、農地区分が第１種農地である番号１８号につきましては、「県農業会議」

に意見聴取し、許可して差し支えのない旨の回答を得た後、許可書を交付すること

といたします。
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議題５．農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件

１９ページ～２４ページ １６件

議 長 次に、議題５．「農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件」を審議し

ます。

まず、冒頭で申し上げました「議事参与の制限」について再度お知らせいたしま

す。

２２ページ、番号１１号につきましては、２番委員自身が役員の農地所有適格法

人が、申請人となっている案件でございます。

従いまして、２番委員におかれましては、農業委員会等に関する法律第３１条の

規定により、議事に参与することができませんので、しばらく離席いただき、その

間に審議し、再び着席していただくことにします。

（２番委員離席後）

それでは、番号１１号につきまして、委員の皆さんには、お目通しをお願いいた

します。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、議題５．「農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件」番号

１１号につきましては、原案どおり受理することに決定いたします。

残りの案件の審議に入ります前に、２番委員におかれましては、ご着席をお願い

します。

（２番委員着席後）

それでは、審議に戻ります。

伊敷、吉野、吉田、松元、郡山地区に合意解約の通知が出ております。

委員の皆さんには、お目通しをお願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「１６番委員」挙手あり〕

はい、１６番委員どうぞ。

１ ６ 番 委 員 解約申入日、解約成立日、土地引渡日、これが同じ日だというのが何件かあるの

ですが、こういう事態は何も問題はないということでよろしいですか。
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事 務 局 これにつきしては、１８条６項の解約通知を農業委員会の方に提出されまして、

それに添付している書類で合意解約書というのが付いております。いきさつはどう

かわかりませんが、解約の申し入れをし、それに合意され、解約が成立し、いつま

でに引き渡すということで、双方が合意されているということでありますので、書

類上は何も問題ないか考えているところです。

１ ６ 番 委 員 わかりました。

２３ページの番号１２ですが、借受人は、農地中間管理機構と全く同じだという

ことでいいですね。

議 長 鹿児島県は、地域振興公社が、農地中間管理機構となります。

１ ６ 番 委 員 わかりました。

議 長 ほかに、何かご意見、ご質問等はありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、議題５．「農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件」１５

件につきましては、原案どおり受理することに決定いたします。

議題６．非農地認定に関する件

２５ページ～２７ページ ５件

議    長 次に、議題６．「非農地認定に関する件」を審議します。

まず、本庁、１６番委員お願いします。

１ ６ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、調査結果：住家４棟、うち３棟４６年経過、うち１棟４５年経過、現

況宅地。

以上です。

議    長 次に、喜入、８番委員お願いします。

８ 番 委 員 ご報告します。

番号２号、調査結果：１１７５４－１、１１７６５：杉、約３０年経過、現況山

林。１１７５４－２、１１８４４：杉、約２０年経過、現況山林。

番号３号、調査結果：雑木自然繁茂、約３０年経過、現況山林。

番号４号、調査結果：９７８０：雑木自然繁茂、約３０年経過、現況山林。９９

８１：雌竹、雑木自然繁茂、約４０年経過、現況山林。

番号５号、調査結果：雌竹、雑木自然繁茂、約５０年経過、現況山林。

以上です。
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議    長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題６．「非農地認定に関する

件」５件につきましては、原案どおり認定することに決定いたします。

議題７．農地利用変更届出に関する件

２８ページ １件

議 長 次に、議題７．「農地利用変更届出に関する件」の１件ですが、先程、議題３と

併せて審議が終了しております。

議題８．農用地利用集積計画に関する件

２９ページ～３８ページ ２０件

議    長 次に、議題８．「農用地利用集積計画に関する件」を審議します。

３３～３４ページ、番号３～５、３８ページ、番号２０号につきましては、７番

委員自身が、申請人となっている案件でございます。

従いまして、７番委員におかれましては、農業委員会等に関する法律第３１条の

規定により、議事に参与することができませんので、しばらく離席いただき、その

間に審議し、再び着席していただくことにします。

（７番委員離席後）

それでは、番号３～５、２０号につきまして、事務局から報告をお願いします。

事 務 局 それでは、議事参与の制限の案件について、ご説明いたします。

３３ページをご覧ください。

番号３号、２筆で、地目：田、面積７８８.００㎡、権利の種別：使用貸借権、

設定期間６年、区分：新規。

番号４号、地目：田、面積６２６.００㎡、権利の種別：使用貸借権、設定期間

６年、区分：新規。

３４ページをご覧ください。

番号５号、地目：田、面積６２６.００㎡、権利の種別：使用貸借権、設定期間

６年、区分：新規。

３８ページをご覧ください。

番号２０号、地目：畑、面積３４９.００㎡、権利の種別：賃借権、設定期間３

年、区分：新規。

平成３０年２月２８日公告予定です。

これらは、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考

えます。

以上です。
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議    長 ただいま、事務局から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題８．「農用地利用集積計画

に関する件」の番号３～５、２０号につきましては、原案どおり、承認することに

決定いたします。

次の案件の審議に入ります前に、７番委員におかれましては、ご着席をお願いし

ます。

（７番委員着席後）

それでは、審議に戻ります。残りの１６件及び先ほどの４件を併せて、一括して

事務局から説明をお願いします。
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事 務 局 議題８．「農用地利用集積計画に関する件」について、只今の分も含めまして、

ご説明申し上げます。

２９ページをお開きください。

「議案第７号」農用地利用集積計画（利用権設定等）調書で、平成３０年２月２

８日公告予定です。

今回の利用権設定につきましては、使用貸借権８件７，６２９．００㎡、全て新

規、賃借権１２件１１，５６４．００㎡、うち新規１０件９，６２３．００㎡、合

計２０件１９，１９３．００㎡、うち新規１８件１７，２５２．００㎡となってお

ります。

次に３０ページをお願いします。

これは、前ページで説明いたしました使用貸借権の設定期間別の内訳です。多い

順に設定期間５年から１０年未満が４件、３年、５年が各２件となっております。

次に３１ページをお願いします。

これは、２９ページで説明いたしました賃借権の設定期間別の内訳です。多い順

に設定期間５年が７件、３年が３件、５年から１０年未満、１０年が各１件となっ

ております。

次に３２ページをお願いします。農用地利用集積計画総括表です。

下の合計欄をご覧ください。筆数は、使用貸借権１０筆、賃借権１６筆、計２６

筆。面積は、田１１，８５２．００㎡、畑６，７４７．００㎡、樹園地５９４．０

０㎡、計１９，１９３．００㎡うち更新分は、１，９４１．００㎡です。

利用権等の設定をする者及び受ける者は２０人。うち更新分は２人となっており

ます。

次に３３ページから３８ページまでは先ほど説明しました農用地利用集積計画

総括表の使用貸借権、賃借権、所有権の内容です。

記載事項は、利用権の設定を受ける者、設定する者、土地の所在地、権利の種類、

始期、終期、１０a の賃借、全体の賃借、耕作面積、区分等についての調書です。

お目通しをお願いいたします。

これらは、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考

えます。

以上で説明を終わります。

議    長 ただいま、事務局から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題８．「農用地利用集積計画

に関する件」につきましては、原案どおり、承認することに決定いたします。



- 17 -

議題９．相続税の納税猶予に関する件

３９ページ １件

議    長 次に、議題９．「相続税の納税猶予に関する件」を審議します。

それでは、谷山、９番委員お願いします。

９ 番 委 員 ３９ページをお開きください。

相続税の納税猶予の証明に係るものでございます。

相続開始年月日は、平成１４年５月７日でございます。

申請人は被相続人の子でございまして、今回が６回目の発行でございます。

申請は、平成３０年１月２６日に提出され、２月１５日に、１２番委員、私、事

務局職員４名の計６名で現地を調査いたしました。

今回、調査いたしました特例適用農地の１と２は田、３は畑でありました。

１は、麦を作付中でございました。２は、水稲作付予定で、３は、ブルーベリー、

ハッサク、ビワ、クリを植付け中でございました。

従いまして、番号１の各特例適用農地において、申請者が農業経営を行っており

ましたので、「引き続き農業経営を行っている旨の証明書」の発行については支障

ないものと判断いたしたところでございます。

以上で説明を終わります。

議    長 ただいま、調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題９．「相続税の納税猶予に

関する件」１件につきましては、原案どおり決定することにいたします。

議題１０．農業振興地域整備計画変更（除外）に係る意見書に関する件

別冊資料２ １件

議    長 次に、議題１０．「農業振興地域整備計画変更（除外）に係る意見書に関する件」

を審議します。別冊資料２です。

それでは、喜入、８番委員お願いします。

８ 番 委 員 ご報告します。２ページです。

３．変更後の用途、一般住宅

４．現況、申出地は、喜入瀬々串町浜田地区にあり、喜入支所から北西へ約５ｋ

ｍに位置し、東側は里道、市道、西・南側は里道、北側は他人畑に接している。

５．意見、市長部局による除外理由及び要件別検討結果は別紙調書の通りで、申

出地は農用地区域の外周部であり、周辺農地への影響は少なく、計画変更はやむを

得ないものと思われる。

転用の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮してください。

以上です。
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議    長 ただいま、調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題１０．「農業振興地域整備

計画変更（除外）に係る意見書に関する件」１件につきましては、原案どおり、承

認することに決定いたします。

議題１１．農業振興地域整備計画変更（用途区分変更）に係る意見書に関する件

別冊資料２ ２件

議    長 次に、議題１１．「農業振興地域整備計画変更（用途区分変更）に係る意見書に

関する件」を審議します。別冊資料２です。

それでは、吉田、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。６ページです。

３．変更後の用途、牛糞メタン発酵処理施設

４．現況、申出地は、本名町都迫地区にあり、吉田支所から西へ約２．５ｋｍに

位置し、東・南側は水路、西側は水路・里道、北側は他人田に接している。

５．意見、市長部局による用途区分変更理由及び要件別検討結果は別紙調書の通

りで、変更後の用途は牛糞メタン発酵処理施設であり、周辺農地への影響は少なく、

計画変更はやむを得ないものと思われる。

転用の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮してください。

次に、１０ページです。

３．変更後の用途、牛糞メタン発酵処理施設

４．現況、申出地は、本名町都迫地区にあり、吉田支所から西へ約２．５ｋｍに

位置し、東・南側は水路、西側は水路・里道、北側は他人田に接している。

５．意見、市長部局による用途区分変更理由及び要件別検討結果は別紙調書の通

りで、変更後の用途は牛糞メタン発酵処理施設であり、周辺農地への影響は少なく、

計画変更はやむを得ないものと思われる。

転用の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮してください。

以上です。

議    長 ただいま、調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「１６番委員」挙手あり〕

はい、１６番委員どうぞ。
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１ ６ 番 委 員 牛糞メタン発酵処理施設というのは、建物ができるのですか。どんな施設になる

のですか。

農 政 総 務 課 建物としては、牛糞メタンの処理施設を、バイオマスエンジン等を含めた発酵草

とかを入れた処理施設を作る計画となっておりまして、実際ここでは、家畜糞尿や

食品残渣といった有機物を原料として、発酵させて、メタンを発電させるプラント

を建設して、そこで酪農業をしている業者が、管理をするという形で、建設する予

定となっております。

１ ６ 番 委 員 建物を作るということだと思いますけど、何㎡位のものを作るのか。その建物を

作るのであれば、当然地目の変更もしなければならないと思いますが、そういう手

続きも必要なのかどうか。用途区分変更をいうことで、除外を違うわけですが、番

号１の一般住宅の場合は、除外をするということになっています。同じ建物であっ

ても除外でなく、用途区分変更になるというその境目がわからないので、そこはど

うやってわけるのですか。

農 政 総 務 課 この施設については、農振法の施行規則の第１条で、農業用施設にあたるという

ことでありまして、農業用の廃棄処理施設ということで、用途区分変更で対応する

形になっております。

１ ６ 番 委 員 ５条許可申請はするのですか。

１ ５ 番 委 員 今までのやり方では、まず、除外、用途区分変更ができるかできないか。除外、

用途区分変更ができたら、図面等を準備して、申請するのですから、今回は、除外、

用途区分変更を認めるか認めないかという審議だと思います。

１ ６ 番 委 員 用途区分変更を認められれば、５条申請は許可になりますか。

事 務 局 農地の転用につきましては、農業用施設ということで、用途区分変更が認められ

た場合、原則として農用地区域内の転用は認められないのですが、農用地区域内で

あっても、農業用施設用地ということで、用途変更がなされた場合、そこに用途区

分変更目的であった農業用施設が建設されるということで、転用許可申請が出され

た場合は、例外としまして、農用地利用計画において、指定された用途に供する場

合は、要件を満たせば、許可できるとなっております。

１ ６ 番 委 員 わかりました。

７ 番 委 員 用途区分変更については、面積要件がございますか。

農 政 総 務 課 計画の中で、必要最小限の計画で出していただいているということで、こちらは

理解しております。

７ 番 委 員 ２番と３番とありますが、なぜ１件で申請しないのですか。
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農 政 総 務 課 ２番と３番があるのは、譲渡人がそれぞれ違うからです。

７ 番 委 員 わかりました。

議    長 ほかに、何かご意見、ご質問等はありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題１１．「農業振興地域整備

計画変更（用途区分変更）に係る意見書に関する件」２件につきましては、原案ど

おり、承認することに決定いたします。

議題１２．特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律に係る承認申請に関する件

別冊資料３ １件

議    長 続きまして、議題１２．「特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律

に係る承認申請に関する件」を審議します。別冊資料３です。

それでは、喜入、１７番委員お願いします。

１ ７ 番 委 員 ご報告します。別冊資料３の１ページをお開きください。

３．貸付け農地の名称等

名称：喜入瀬々串農園

区画数：①２０区画（１区画３５㎡） ②５区画（１区画４５㎡）

利用料：①１区画当たり年額２，５００円 ②１区画当たり年額３，５００円

貸付期間：１年

４．承認検討内容、

申請者は、平成３０年２月２日に、特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関

する法律第２条第２項第５号イの規定に基づき、鹿児島市との間で貸付協定を締結

済である。

申請地は、喜入支所から北西へ約５．２ｋｍにあり、周辺状況は、住宅地に隣接

する地域である。

登記地目が畑で、調査した結果、現在耕作中の土地である。

また該地は住宅地に隣接しているため、近隣の市民が身近に農作業の体験等を行

うに適した場所・規模である。

貸付規程は、別紙のとおりであり、申請地の位置、面積等に問題はなく、特定農

地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律第３条第３項の要件を満たしてお

り、承認すべきと考える。

以上です。
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議    長 ただいま、調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題１２．「特定農地貸付けに

関する農地法等の特例に関する法律に係る意見書に関する件」につきましては、原

案どおり、承認することに決定いたします。

議題１３．荒廃農地の発生・解消状況に関する調査に伴う農地・非農地判定について

別冊資料４ １０４件

議    長 次に、議題１３．「荒廃農地の発生・解消状況に関する調査に伴う農地・非農地

判定について」を審議します。別冊資料４です。

まず、谷山、９番委員お願いします。

９ 番 委 員 ご報告します。２ページです。

調査筆数：１５筆、現況確認日：平成３０年１月２６日、農地・非農地の判断結

果：杉、檜、孟宗竹・雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたしま

した。

以上です。

議    長 続きまして、伊敷、７番委員お願いします。

７ 番 委 員 ご報告します。３ページです。

調査筆数：１０筆、現況確認日：平成３０年１月２５日、農地・非農地の判断結

果：杉、孟宗竹・唐竹・雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたし

ました。

以上です。

議    長 続きまして、吉野、１７番委員お願いします。

１ ７ 番 委 員 ご報告します。４ページです。

調査筆数：３筆、現況確認日：平成３０年１月１５日及び平成３０年２月１６日、

農地・非農地の判断結果：３筆が杉、唐竹・雑木自然繁茂、現況山林により非農地、

３筆が不耕作で農地と判断いたしました。

以上です。

議    長 続きまして、東桜島、１１番委員お願いします。
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１ １ 番 委 員 ご報告します。５ページです。

調査筆数：１３筆、現況確認日：平成３０年１月１５日、農地・非農地の判断結

果：１１筆が雑木自然繁茂、現況山林により非農地、２筆が不耕作で農地と判断い

たしました。

以上です。

議    長 続きまして、吉田、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。６ページです。

調査筆数：７筆、現況確認日：平成３０年１月２５日、農地・非農地の判断結果：

雌竹・唐竹・雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたしました。

以上です。

議    長 続きまして、桜島、２番委員お願いします。

２ 番 委 員 ご報告します。７ページです。

調査筆数：１９筆、現況確認日：平成３０年１月１５日、農地・非農地の判断結

果：唐竹、雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたしました。

以上です。

議    長 続きまして、喜入、８番委員お願いします。

８ 番 委 員 ご報告します。８ページです。

調査筆数：２０筆、現況確認日：平成３０年１月２４日、農地・非農地の判断結

果：杉、檜、雑木・雌竹自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたしまし

た。

以上です。

議    長 続きまして、松元、１５番委員お願いします。

１ ５ 番 委 員 ご報告します。９ページです。

調査筆数：７筆、現況確認日：平成３０年２月１４日、農地・非農地の判断結果：

杉、ゴキ竹・唐竹・雑木自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いたしまし

た。

以上です。

議    長 続きまして、郡山、６番委員お願いします。

６ 番 委 員 ご報告します。１０ページです。

調査筆数：６筆、現況確認日：平成３０年１月１６日、農地・非農地の判断結果：

杉、檜、孟宗竹・唐竹・ゴキ竹自然繁茂、現況山林によりすべて非農地と判断いた

しました。

以上です。
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議    長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題１３．「荒廃農地の発生・

解消状況に関する調査に伴う農地・非農地判定について」、１０４件につきまして

は、調書のとおり判定することに決定いたします。

議題１４．平成３１年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見について

  別冊資料５

議    長 続きまして、議題１４．「平成３１年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見

について」を審議します。

提案事項につきましては、先月の総会で協議してまいりましたが、今月は、最終

的に提案を取りまとめていきたいと思います。よろしくご審議のほど、お願いいた

します。

それでは、事務局より説明をお願いします。

事 務 局 別冊資料５の１ページをお開きください。

議題１４．「平成３１年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見について」

でございます。

先月の総会において中身を協議していただきました。その協議結果を踏まえ、２

月の運営連絡会において整理をいたしましたので、再度今月協議をお願いし、最終的

に鹿児島市からの提案事項として県農業会議へ報告したいと考えております。

それでは、中身をご説明させていただきます。先月お示ししましたものと文言や取扱

いが変更になった項目のみ説明することとし、変更のなかった項目につきましては、お

目通しくださいますようお願いします。

提案事項１番 有害鳥獣被害対策については、修正はございませんでした。

提案事項２番、３番は先月の総会で出された複数の提案をまとめることとなったた

め、修正されていますので、読み上げます。２ページをお開きください。

提案事項２番 将来の農業を担う農業後継者等の育成・確保等について

農村地域では、農業従事者が高齢化、減少するとともに、集落を構成する人口も減少

しており、農地の荒廃や担い手不足等による生産基盤の脆弱化等も進行している状況に

ある。

また、これまでの個人経営型から集落営農へと移行しなければ農業者は減少し、それ

による耕作放棄地の増加が予想される。

国は、「農業次世代人材投資事業」により、４５歳未満の担い手確保に懸命になって

いるが、なかなか事業効果が見えず、全国各地で担い手不足のため、農業従事者は減少

しており高齢化も進んでいる状況である。

このような中、幅広く意欲的な人材を育成確保・定着させるためにＩターン、Ｕター

ン、定年退職者など４５歳以上の意欲ある者を新規就農者や帰農者として活用を図るた

め、新たに「壮年新規就農支援金制度」の創設を検討すること。

また、「農業次世代人材投資事業」は、独立・自営就農であることが要件であり、親



- 24 -

元就農のままの後継者については、対象外となっている。

親元就農の後継者であっても農業のみで生計を維持するのは厳しい状況であるため、

いったんは親元就農しても離農して、後継者とならない場合も多いことから、就農後の

所得を一定期間補償するなど支援制度の見直しを検討すること。

このほか、農地中間管理機構による集落への農地集積のさらなる強化、高齢者が数人

集まって作業ができるような農業施設を集落ごとに作る等、集落営農を推進できるよう

な補助事業の導入を検討すること。

地理的表示（ＧＩ）保護制度の周知・特産品のＰＲ・販路の確保等で農業収益の向上

を図ること。

主な農産物の価格保障を行うとともに全ての農家への所得補償を行うこと。

３ページをお開きください。

提案事項３番 遊休農地の解消や発生防止に向けた農地等の基盤整備の推進等につ

いて

農地は、地域の特性を生かした安全安心かつ新鮮で良質な農産物を生産し、市民に安

定的に供給するとともに、水源かん養、自然環境の保全及び、美しい景観の形成など多

面的な機能を有している。

しかしながら、近年、農業者の高齢化や減少に伴い耕作放棄地が増加し、周辺の優良

農地への影響も危惧される。

農業委員や農地利用最適化推進委員は、遊休農地の解消や発生防止に取り組んでいる

が、土地改良事業により、ほ場整備を行ったが排水がきかなくなっている水田が出てき

ているほか畑や農道等も経年劣化が進み使用できない個所も多い。これらの農地は、耕

作しようにも効率が悪く受け手が敬遠し、利用権設定に結びつかない状況にある。

現在、補助事業等はあるものの一個人で導入できる補助事業等はなく、市に要望して

もなかなか期待に応えてもらえない。

また、農道の雑草が繁茂し通行不能や火災が危惧されるが、高齢化した受益者による

管理には、限界がある。

このような状況を踏まえ、農地がまとまっている地域の排水工事事業について、早急

に国で再度の基盤整備を推進するよう検討すること。

耕作が容易な農地の周辺環境整備を行う必要があるので、改善の見込まれる小規模の

区域についても、年次的に整備することを検討すること。

また、遊休農地化がこれ以上進まないためにも、中山間地域等直接支払制度等、現在

導入している補助事業などを継続するとともに伐開等を含めた維持管理について対策

を検討すること。

このほか、農地利用最適化推進委員の農地あっせん活動を基本とした意欲ある担い手

を掘り起こす様な施策を検討すること。

荒廃農地対策として、肥培管理がしやすいオリーブ等の植付等をすることについて、

奨励することを検討すること。

飼料米に補助金が拠出されるため増加傾向にあり、主食用米が減産に陥っているので

主食用米の生産増に取り組んで頂きたい。に修正しております。

４ページをお開きください。

未相続農地の解消に向けての対策・検討についてですが、現在、国において農地法等

の改正が検討されておりますことから、今後の国の議論の状況の推移を見守ることと

し、今回は提出を見合わせたいと考えております。

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。
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議    長 ただいま、事務局から説明がありました。

内容を検討し、提案事項を整理したいと考えますが、皆様から何かご意見・ご質

問等ございませんか。

まず最初に、先月の総会で、大体基本的なことはまとめて、３点に絞られたわけ

です。その中で、１点は有害鳥獣被害対策についてということで、これは、全ての

地域から出されていますので、このような文面で出そうということです。

２点目は、③、④、⑤、⑨を一つにして、将来の農業を担う農業後継者等の育成・

確保等についてということで、このようにまとめていただきました。

３点目は、⑥、⑦、⑧、⑩を一つにして、遊休農地の解消や発生防止に向けた農地

等の基盤整備の推進等についてということで、このようにまとめていただきました。

文章は長いですが、皆様から出された意見を網羅していて、これでいいのではないか

と思います。

最後の未相続農地の解消に向けての対策・検討については、国会でいろいろ検討して

いるので、これは見守るということでよろしいのではないかと思います。

この３点でよろしいでしょうか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、国への提案事項については、原案どおり決定します。また、後日「県

農業会議」へ提案いたします。

議題の審議は以上です。

続きまして、報告事項に入ります。
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報        告        事        項

１．法務局から照会のあった農地等の現況について

４０ページ～４４ページ ５件

議 長 報告事項１「法務局から照会のあった農地等の現況について」

まず、谷山、９番委員お願いします。

９ 番 委 員 報告します。４０ページです。

照会日：平成３０年１月１８日、現況：非農地、調査結果：該地は市街化調整

区域内にあり、現況非農地である。

処理状況：平成３０年１月３０日 鹿児島地方法務局へ報告済。

次に、４１ページです。

照会日：平成３０年２月１日、現況：非農地、調査結果：該地は市街化区域内

にあり、現況非農地である。

処理状況：平成３０年２月７日 鹿児島地方法務局へ報告済。

以上です。

議 長 次に、吉野、１７番委員お願いします。

１ ７ 番 委 員 報告します。４２ページです。

照会日：平成２９年２月９日、現況：非農地、調査結果：該地は市街化区域内

にあり、現況非農地である。

処理状況：平成３０年２月２１日 鹿児島地方法務局へ報告済。

以上です。

議 長 次に、吉田、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 報告します。４３ページです。

照会日：平成３０年１月２４日、現況：非農地、調査結果：該地は区域区分の

定めのない都市計画区域内にあり、現況非農地である。

処理状況：平成３０年１月３１日 鹿児島地方法務局へ報告済。

次に、４４ページです。

照会日：平成３０年１月２６日、現況：非農地、調査結果：該地は区域区分の

定めのない都市計画区域内にあり、現況非農地である。

処理状況：平成３０年１月３１日 鹿児島地方法務局へ報告済。

以上です。

２．農地法第３条の３届出専決に関する報告について

４５ページ～４７ページ １３件

議 長 次に、報告事項２「農地法第３条の３届出専決に関する報告について」

報告事項３「農地法第４条・５条届出専決に関する報告について」

それでは、事務局の報告をお願いします。
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事 務 局 ４５ページをお開きください。

報告事項３ 農地法第３条の３届出専決に関する報告の集計表です。

この専決処理は、農地等について相続などで権利の取得があった場合は、市町

村の農業委員会に届出を要するもので、今回の届出は１３件です。

登記地目別では、田１３筆、７，２３０．００㎡、畑２６筆、１６，５０１．

４４㎡となっております。取得した事由別数は、相続が１３件。権利の種別は、

所有権が１３件。農業委員会によるあっせん等は、有が２件、無が１１件となっ

ております。

４６ページから４７ページは、農地法第３条の３関係の内容です。

お目通しをお願いいたします。

３．農地法第４条・５条届出専決に関する報告について

４８ページ～５７ページ ２７件

事 務 局 ４８ページをお開きください。

報告事項３ 農地法第４条・第５条届出専決に関する報告の集計表です。

これらは、市街化区域内農地の転用届出に関するもので、事務局長の専決で処

理しましたものです。

転用目的別では、第４条関係は共同住宅が１件となっております。

第５条関係では、多い順に一般住宅が２１件、駐車場が３件、店舗等、その他

が各１件、合計２６件となっております。

４９ページは、４条関係１件、５０ページから５７ページは、５条関係２６件

の内容です。お目通しをお願いいたします。

議    長 ありがとうございました。

本日の議事は、全て終了しました。

（議事終了：午前１１時２０分）

続きまして、事務局から何か連絡事項等はございませんか。

事 務 局

議    長

・平成２９年度第１２回総会（月例）開催日時は、

３月２８日（水）午前１０時開会

みなと大通り別館６階 ソーホーかごしま会議室

以上で、本日の総会を終了いたします。

閉 会（午前１１時２５分）


